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 超電導磁気浮上式鉄道の開発は、平成１７年３月に国土交通省の実用技術評価委員会

から、「実用化の基盤技術が確立した」との評価を受け、現在、更なる長期耐久性の検

証や設備更新・延伸工事の設備仕様策定に向けた走行試験や技術開発を進めています。

また、昨年５月には、実験線の延伸区間において、本格的なトンネル工事に着手してい

ます。 

 山梨リニア実験線では、平成１４年に製作した試験車両にて営業線用車両へ発展させ

るための走行試験を行ってきましたが、今般、これまで取得した各種データを元に、更

なる車内空間の確保や居住性の向上を目指した試験車両の改良が完了しました。改良し

た試験車両による試験走行を４月から開始いたしますので、お知らせします。 

 

１．試験車両改良の概要 

平成１４年に製作した試験車両の２両について、走行性能は同等としつつ、先頭部の

長さを短縮することによる車内空間の確保や車体断面の角型化による居住性の向上を

目指して、車両形状を改良しました。 

 

（１） 先頭車両（ＭＬＸ－０１－９０１Ａ） 

先頭部の長さを短縮するとともに、車体上部の両側を従来の円形から角形にして

います。（図－１、２） 

 

（２） 中間車両（ＭＬＸ－０１－２２Ａ） 

車体上部の両側を従来の円形から角形にしています。 

 

 以上の改良を行うことにより、より営業線に近い仕様の車両として試験走行を行いま

す。 

 

２．本年の試験走行開始日 

平成２１年４月３日（金）より試験走行を開始します。 

取材については、別紙取材案内をご覧下さい。 
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